
希
望
あ
る
政
治
に
転
換
を

市
民
の
願
い
実
現
へ

命命何より と暮らし暮らし
憲法・平和を守ってこそ！

対
談

柏
木
　
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に
も
自
己
責

任
と
成
り
行
き
任
せ
。
国
や
県
の
言

い
な
り
で
な
く
、
命
と
暮
ら
し
、
守

る
こ
と
を
最
優
先
に
考
え
る
大
津
市

に
な
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

小
島
　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

ら
れ
る
環
境
が
な
い
と
人
口
も
増
え

な
い
。
働
き
方
の
改
善
や
、
福
祉
行

政
の
充
実
、
公
共
交
通
で
市
民
の
足

を
守
る
大
津
市
を
何
と
し
て
も
実
現

さ
せ
た
い
。

立
道
　
多
く
の
事
業
者
を
廃
業
に
追
い

込
む
イ
ン
ボ
イ
ス
の
導
入
な
ど
も
っ

て
の
ほ
か
だ
。
地
域
を
支
え
る
個
人

事
業
主
や
中
小
企
業
へ
の
支
援
を
強

め
、
街
も
地
域
経
済
も
元
気
に
な
る

よ
う
頑
張
り
た
い
。

林
　
何
で
も
自
己
責
任
、
民
間
任
せ
に

し
な
い
よ
う
、
公
的
責
任
を
し
っ
か

り
求
め
て
い
き
た
い
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー

問
題
も
引
き
続
き
取
り
組
み
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
頑
張
る

よ
。

杉
浦
　
子
ど
も
た
ち
の
命
と
健
康
を
守

る
た
め
に
、
県
内
で
も
遅
れ
て
い
る

医
療
費
の
無
料
化
を
中
学
校
卒
業
ま

で
に
拡
充
し
た
い
。
将
来
は
18
歳
ま

で
心
配
な
く
医
療
に
か
か
れ
る
よ
う

に
進
め
よ
う
。

　岸田自公政権は、戦後の国のあり方を根底からくつがえして、大軍
拡・大増税で平和と暮らしを壊し、コロナ禍・物価高騰で苦しむ国民
に、痛みを押しつけようとしています。さらに、老朽化した原発まで動
かす大転換。国の悪政から市民を守り、願い実現へ力を尽くします。

杉
浦 

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
か
ら
３

年
、
市
民
の
不
安
や
心
配
の
声
を
た

く
さ
ん
聞
い
て
、
市
に
要
望
や
提
案

を
繰
り
返
し
て
き
た
け
ど
、
物
価
高

騰
や
円
安
も
加
わ
り
市
民
の
暮
ら
し

や
営
業
に
明
る
い
展
望
は
見
え
な
い

ね
。

柏
木 

コ
ロ
ナ
感
染
の
波
も
繰
り
返
す
ご

と
に
高
く
な
っ
て
い
る
の
に
、
県
は

検
査
キ
ッ
ト
や
薬
を
市
民
に
備
蓄
さ

せ
る
無
責
任
な
対
応
。
佐
藤
市
政
も

県
言
い
な
り…

医
療
や
福
祉
現
場
の

懸
命
な
努
力
に
し
っ
か
り
応
え
て
ほ

し
い
わ
。

立
道 

コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
は
、
派
遣
や

非
正
規
で
働
く
人
た
ち
の
ゆ
と
り
の

な
い
暮
ら
し
を
直
撃
し
て
、
困
窮
は

深
刻
だ
。
仕
送
り
が
無
く
な
り
、
バ

イ
ト
も
失
い
、
学
費
が
払
え
ず
退
学

す
る
学
生
も
い
る
。

林 

女
性
活
躍
っ
て
言
い
な
が
ら
、
仕
事

と
両
立
で
き
る
環
境
は
な
い
し
、
子

育
て
に
は
お
金
も
か
か
る…

。
安
心

し
て
暮
ら
せ
へ
ん
し
、
希
望
も
な
い

か
ら
少
子
化
が
進
む
ん
や
わ
。

小
島　

高
齢
者
の
暮
ら
し
も
年
々
深
刻

に
。
年
金
は
下
が
る
一
方
な
の
に
負

担
は
増
え
る
ば
か
り
。
介
護
難
民
が

増
え
、
事
業
者
の
廃
業
も
相
次
ぎ
、

担
い
手
不
足
も
深
刻
に
な
っ
て
る
。

柏
木　

公
共
交
通
の
問
題
も
深
刻
。
バ

ス
路
線
の
減
便
と
廃
線
は
地
域
の
大

問
題
や
わ
。
市
民
に
は
移
動
す
る
権

利
が
あ
る
の
に
、
事
業
者
任
せ
で
、

公
の
責
任
が
問
わ
れ
る
ね
。

立
道　

地
球
温
暖
化
の
影
響
も
深
刻
で

猛
暑
と
豪
雨
が
続
き
、
市
内
で
も
毎

年
災
害
が
起
き
て
い
る
よ
。
対
策
の

強
化
を
求
め
続
け
る
こ
と
が
必
要
だ

ね
。

林　

食
料
自
給
率
は
外
国
頼
み
で
４
割

を
切
る
危
機
的
状
況
。
農
林
漁
業
を

大
切
に
す
る
希
望
の
持
て
る
政
策
の

実
現
を
急
が
な
い
と
。

小
島　

個
人
情
報
の
保
護
も
考
え
な
い

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
大
金

を
つ
ぎ
込
ん
で
推
進
し
て
る
。
保
険

証
の
一
体
化
に
は
、
医
療
現
場
か
ら

も
反
対
の
声
が
上
が
っ
て
る
の
に
。

杉
浦　

国
の
暮
ら
し
・
憲
法
・
平
和
を

壊
す
政
治
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
を
守

ら
な
い
と
ね
。
全
国
で
市
民
運
動
と

共
産
党
の
取
り
組
み
が
実
を
結
び
、

給
食
の
無
償
化
な
ど
願
い
を
実
現
し

て
る
。
希
望
あ
る
政
治
へ
ま
っ
し
ぐ

ら
に
頑
張
ろ
う
！
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市民の切実な願い取り上げ、改善迫る

事業者の営業を守る
支援の強化を

市営住宅の
連帯保証人制度はなくせ

　　　家賃が回
収できない時は
連帯保証人から
回収できるため
必要と、家賃をと
ることを重視し
た答弁でした。

市は

市は早急に湖西線
エレベーター設置交渉を

質問
紹介

●比叡平バス路線存続
●コロナ第 8波

●豪雨による災害対策

その他の質問項目

その他の質問項目

柏木けい子
市議

　11月の共産党県議員団の政府要望時、小
島市議は、湖西線のビル3階に相当する階段
を昇降する市民の苦難や事故を説明、各駅へ
の早急なエレベーター設置を要望。国交省か
ら「今年度より補助金額も拡充。JRと地元自
治体との合意があれば乗客数にこだわらず必

要な支援を行いたい」と
の答弁があったことを紹
介し、大津市に積極的に
JRとの協議を進めるよ
う求めました。

小島よしお
市議

たてみち秀彦
市議

　国ではますます高まる介護ニーズに対し
て、これに応えるどころか2024年の３年
に一度の改定に向けて、高齢者の負担増や
サービス切り捨ての検討が行われていま
す。
　杉浦市議は、コロナ禍や物価高騰に苦し
む高齢者や家族を追い込み、必要な介護を
受けられない人が続出することが危惧され
ると指摘し、介護の負担増とサービス削減
を行わず、介護への大胆な財政出動を国に
強く求めるよう市に迫りました。

高齢者の尊厳を守り、
安心の暮らしを支えよ！

杉浦とも子
市議

　物価高騰で痛めつけられた中小・小規模事業者の事
業継続のための支援が一段と必要になっています。
　たてみち市議は、原油価格・物価高騰、光熱水費の
負担増に対する給付金制度の周知を強化し活用を促進
すること、事業主を廃業に追い立てる「インボイス制
度」は「大津市地域産業振興条例」の目的と矛盾して
いると、国に中止を求めよと迫りました。

　　　「JRからは
2,000人以上の駅
を優先順位をつ
けてとの回答。
引き続き国、JRへ
要望していく」と
答えました。

市は

　　　給付金制度の周知を強めると
しながらも、インボイスは適正な税の
納入制度と認識しており、振興条例と
関連づけて評価することは困難であ
り、中止を求める考えがないと事業者
の声に寄り添わない答弁でした。

市は

　市営住宅に一人で暮らす高齢者が増える
中、国は公営住宅入居時の連帯保証人制度は
不要とするよう通知しています。しかし大津
市の市営住宅は、連帯保証人が必要です。立
てられなければ民間の保証機関と契約し、初
年度は2万円、毎年1万円が必要となります。
低所得者には負担です。
　柏木市議は、福祉的視点から言えば、市営住
宅の保証人制度はなくすべきと質しました。

　　　介護保険財
政の国の負担割合
を拡大するよう国
に要望しており、
次期制度改正につ
いて注視している
との姿勢に留まり
ました。

市は

●ガス料金値上げ
●水道事業
●生活保護

その他の質問項目 ●公共交通
●産廃不法投棄対策

その他の質問項目

社会的孤立を防ぐ
生活支援に向けて

　　　必要とされる支援体
制を検討していくこと、「保
護のしおり」の改善や、ホー
ムページへの掲載、広報強化
について検討していくとの
答弁で、早速昨年12月中に改
善したものもあり、引き続き
追求していきます。

市は

●パートナーシップ・
  ファミリーシップ制度の導入

その他の質問項目

林まり
市議

　新型コロナによる困窮者の支援
策として、生活資金を貸し付けて
いた緊急小口資金などの特例貸付
の返済が1月から始まります。
　林市議は、相談体制の充実や、
困窮する市民誰もが利用できる生
活保護制度となるよう、他市の事
例も示し、差別や偏見の解消に向
けた改善を求めました。

J
R
志
賀
駅
の
長
い
階
段

店主からインボイス導入について話を聞くたてみち市議

子
も
と
浦
杉

彦
秀
ち
み
て
た

り
ま
林

子
い
け
木
柏

お
し
よ
島
小みなさんと

 ともに
大津市会議員団


